
環境調査事業”シナダレスズメガヤ駆除とカワラノギク育成” (28)
　

 夏休み期間中の相模川神川橋下河川敷はバーベキューをする家族連れや若者たちが多く集まり河原は賑わいをみせますが、今年も第1圃場の奥に焚 

 火跡が見られた。   圃場ではカワラノギクの成長と共に雑草が繁茂して草取り作業も佳境を迎えた。 

   ’１２年8月6日（月）～8月１９日（日）   

  相模川湘南地域協議会 記録：中門 

   【８/１９（日）の状況】 カワラノギクは第１、２圃場共に茎が更に大きく成長、新たなロゼットも多くみられる。 

 第１圃場のカワラノギクは花芽も多く見える  6月の梅雨に発芽した幼苗も成長始めた 第２圃場のカワラノギクも花芽が見える 

 第１圃場の一部にはカワラノギクに黄色い網がか

かったように見えるところが数か所見える 
 カワラノギウに寄生して巻き付いた植物は根が

見えず寄生して成長しているようだ 
 圃場の中は多くの雑草が繁茂始めた 



 2週間でシナダレスズメガヤが一面に繁茂した  １時間ほどの作業できれいになりました  １０～２０Cm程度の新芽は簡単に抜き取れる 

 昨年と同様に焚火の跡が見られた。焚火した 

ところはカワラノギクがなくなった。  残念！ 

８/５（日）に刈り取ったシナダレスズメガヤの新芽。 

多くのグループがバーベキューで賑わう河原 

宴の後の河川敷入口はゴミの山！ 

分別もされていないので回収も困難！ 

  河原に多くの人が集まり川の現状を知ってもらうことは大事なことで喜ばしいことですが、宴の後のゴミの山、河原に放置されたゴミは見苦しい・・・・・。 

  今日の夕刻にはゴミの山が更に広く高くなってしまいました。 ・・・・・・・・・！  

圃場のシナダレスズメガヤ抜き取り、河川敷河原での宴の後 

焚火の跡 

シナダレ繁茂 地道に手で抜き取り 今の内なら簡単に抜けます 


